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雄一、田中正紀、德永秀昭、藤﨑幸郎（代理出席）、信山重広、

影山真季雄、脇坂義祐、東山博文、酒井功二  

 

[市事務局 ]畑野伸二（都市整備部交通対策課長）、府川真之（都

市整備部交通対策課交通対策係長）、竹内明（都市整備部交通

対策課交通対策係主事）  

傍聴の可否 可  ・  一部不可  ・  不可  

傍 聴 者 数  ０人  

傍聴不可等  

の 理 由 等  
 

会 議 次 第  

１  あいさつ（三木副市長）、委嘱状交付  

２  委員の紹介  

３  市事務局の紹介  

４  議題  

⑴  会長・副会長の選出  

⑵  小金井市コミュニティバスの経過  

⑶  小金井市コミュニティバスの路線別状況について  

⑷  ＣｏＣｏバス・ミニ野川・七軒家循環の乗り残しの状況

について  

⑸  ＣｏＣｏバス新車導入の報告について  

⑹  平成２５年度専門課程地域公共交通研修について  

⑺  その他  

 

〔資料〕  

⑴  小金井市コミュニティバスの経過  

⑵  コミュニティバス年度別利用者数  

⑶  コミュニティバス年度別収支表  

⑷  ＣｏＣｏバス・ミニ野川・七軒家循環の乗り残し客数  

⑸  ＣｏＣｏバス新車の導入について  

⑹  平成２５年度専門課程地域公共交通研修  

⑺  小金井市地域公共交通会議設置要綱  



⑻  小金井市地域公共交通会議委員名簿  

・  ＣｏＣｏバスリーフレット  

 

発言内容・

発言者名

（主な発言

要旨）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

議題⑴「会長・副会長の選出」  

選出方法  委員による指名推薦  

選出結果  会長  鈴木  文彦  

     副会長  青木  亮  

 

会長  

議題⑵「小金井市コミュニティバスの経過」  

を事務局から説明をお願いします。  

事務局  

資料⑴「小金井市コミュニティバスの経過」について説明  

 

平成１２年度に市内の基礎調査を行い、鉄道駅から遠い、また

バス停から遠いところなど交通不便地域の洗い出しを行い、東

町、緑町、貫井南町及び前原町の４地区が優先度の高い地域と

して抽出されました。当時はＪＲ中央線の開かずの踏切で南北

の市街地を分断しているような状況でした。  

平成１３年度から事業化を目指した検討が始まり、平成１５年

３月に北東部循環が運行を開始しました。続いて貫井前原循環

と東町循環が平成１７年３月に、中町循環が平成１７年４月に

運行を開始しました。  

平成２０年９月にＣｏＣｏバス・ミニが運行を開始し、現在の

５ルートになっています  

その間に北東部循環の運行時間拡大、平成２２年度には小金井

市コミュニティバス利用者意向調査を行い、要望の多かった東

町循環の運行時間拡大の試行を行いました。  

 

会長  

皆様ご意見いかがでしょうか。特に無ければ議題⑵につきまし

ては経過報告ということにさせていただきます。  

それでは、議題⑶「小金井市コミュニティバスの路線別状況に

ついて」を事務局から説明をお願いします。  

 

事務局  

資料⑵「コミュニティバス年度別利用者数」と資料⑶「コミュ

ニティバス年度別収支表」について説明  

 

資料⑵をご覧ください。これは各路線の運行開始からの乗客数

の変化を表しています。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北東部循環は、平成１７年度から１便あたり３４ .８人と多く現

在までほぼこの数字が続いています。平成１６年１２月には運

行時間を拡大して現在は１日４２便となり、年間約５５万人の

方にご利用いただいています。  

貫井前原循環はここ２年は増減が無いですが、中町循環はまだ

少しずつ利用者は増えています。  

東町循環は、利用者数が伸び悩んでいます。  

野川・七軒家循環は、積み残しの問題を抱えてはいますが、利

用者数は増え続けています。  

 

平成２１年３月に武蔵小金井駅南口交通広場がオープンしたこ

ともあり、ここに停車する路線については乗客数が増えてきて

いると思われます。  

 

次に資料⑶をご覧ください。これは各路線の運行開始からの収

支状況を表したものです。  

 

北東部循環については、平成２４年度も黒字になっています。  

貫井前原循環については、赤字額が年々減ってきています。  

中町循環と東町循環については、横ばいです。  

野川・七軒家循環についても毎年少しずつですが赤字が解消さ

れてきています。  

合計で見ていくと、ここ３年は収支は横ばいというところです。 

 

会長  

皆様ご意見いかがでしょうか。  

 

委員Ａ  

コミュニティバスですので、もともと儲けることを前提にして

いるわけでは無いとおもいますが、ここ３年２０００万円くら

いの赤字で、市としては予算規模その他を考えると許容の範囲

ということでよろしいのでしょうか。  

 

事務局  

市は厳しい財政状況ですので、できれば減らしていきたいと考

えています。  

 

委員Ｂ  

西東京市のはなバスは経費を抑えるため、最近１５０円と運賃

を増額したと聞いています。今後消費税も上がるなかで、運賃

の問題も１００円でいいのかということと運行ルートや運行時

間もこのままでいいのかという話がでてくると思う。コミュニ

ティバスも何のためにあるのかとそのコンセプトをもう１回考

えてみた方がいいのではないか。コミュニティバスが通ること

で路線バスが減便になると市全体の公共交通としては不便にな



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るのではないか。路線バスとコミュニティバスの住み分け、そ

れとタクシー、また最近マナーの悪い自転車と歩行者との事故

も増えているなかで、この会議で公共交通全体について話をし

ていけたらと思います。  

 

委員Ａ  

東町循環について、１日あたりの利用者が２００人ちょっとと

いうところで野川・七軒家循環よりも乗客数が少なくなってい

るが、地元の自治会や住民から東町循環に対する要望とかはで

ていないのでしょうか。  

 

事務局  

平成２２年度に行った意向調査では、東町１丁目や東町５丁目

など連雀通りの南側部分に通して欲しいという要望もあった

が、道が狭い事もあり実現していません。  

 

委員Ａ  

廃止して欲しいという要望はないのですね。他の路線と比べて

成績が悪いので次のルート再編の時には、存廃も含めて考えた

方がいいのではないか。または、地元自治会の協力を得て乗客

を増やすとか考えた方がいいと思います。  

 

会長  

ＣｏＣｏバスのルート別の実績を見ると成績が極端なところが

ある。北東部循環は１日あたりの利用者が１５００人を超えて

いて、コミュニティバスとしては、都内でも数えるくらいしか

ないくらいの実績です。東町循環そして中町循環についてはそ

の実績の少なさから考えると、今後考えていくことが必要かな

と思います。  

 

会長  

ここ数年をみると、各路線の利用者数は定着してきている。た

だ高いところで定着している路線と低いところで定着してい

る路線があるので、この点を踏まえて今後検討をしていきたい

と思います。  

他に発言が無ければ次に、議題⑷「ＣｏＣｏバス・ミニ野川・

七軒家循環の乗り残しの状況」について事務局から説明をお願

いします。  
 

事務局  

資料⑷「ＣｏＣｏバス・ミニ野川・七軒家循環の乗り残しの状

況」について説明  

 

これらのグラフは野川・七軒家循環の乗り残し客数について、

平成２１年４月から平成２５年９月までを年度別に示したもの



です。乗り残しの客数というのは、バスに乗ろうとしてバス停

で待っていたけど、満車で乗れなかったお客様の人数です。Ｃ

ｏＣｏバス・ミニはハイエースタイプで１０人乗りと小さいた

め発生しています。  

平成２５年度分については、半年間で３８５人ですので１年間

で８００人弱になるペースです。去年より少し減るペースです。 

 

時間帯別乗り残し客数は、午前９時５分から１１時３５分は特

に多くなっています。１２時３５分から夕方までピークはあり

ませんが、平均的に積み残しが発生しています。  

停留所別乗り残し客数は、今年も武蔵小金井駅は多いですが過

去２年と比べると少なくなっています。６番七軒家通りバス停

から１３番車屋坂下バス停まで、９番中前橋バス停をピークと

した状況になっています。  

月別乗り残し客数は、４月が多くなっています。  

 

会長  

この野川・七軒家循環の乗り残しについては、以前から問題と

なっているところですが、なかなか解決策が見つからないとこ

ろです。地理的に崖をはさんでいますのでニーズはある。道が

狭いため１０人乗りのミニバスなので収入には限りがあり収支

的には難しいところがある。ジレンマを抱えているところです

が、何かご意見等ありましたらお願いします。  

 

委員Ｃ  

武蔵小金井駅南口バス停の乗り残し客数ですが、実際はもっと

多いのではないか。１０人待っていれば皆あきらめてしまうと

思います。  

 

会長  

おそらく事情を知っている人であれば、何人並んでいるかを数

えてもう乗れないなと思って並ばないと思います。途中のバス

停なら何人乗れるか分からないから取りあえず並ぶということ

もあるが、武蔵小金井駅南口バス停は始発でもあるので、乗れ

る人数が分かってしまう。やはり実際は乗り残し人数はもっと

多いとみていいと思います。事務局としてはいかがですか。  

 

事務局  

事務局としてもその傾向はあると思っています。  

 

委員Ａ  

武蔵小金井駅に戻ってくるバスに何人乗っているかというデー

タはあるでしょうか。それがあれば、運行ルートや停留所をど

うしたらいいかの考えの助けになると思います。  

 



委員Ｄ  

以前、５番バス停天神橋で乗ろうとしたら満員で乗れなくて、

９番バス停中前橋まで走ったら空いていて乗れたことがありま

す。  

 

会長  

武蔵小金井駅南口バス停を出発してから戻ってくるまでの、停

留所間で何人乗っているかのデータを取ると見えてくることも

あるのではないかと思います。  

 

事務局  

そのようなデータを作りたいと思います。  

 

会長  

今後もいろいろなデータを見て判断していきたいと思います。  

次に、議題⑸「ＣｏＣｏバス新車導入の報告」について事務局

から説明をお願いします。  
 

事務局  

資料⑸「ＣｏＣｏバス新車の導入」についてを説明  

 

この１０月に、１０年を経過したＣｏＣｏバス３両を新型に代

替えしました。主な相違点としては、使用燃料がＣＮＧからデ

ィーゼルになりました。バスの外形寸法は同じです。旧型は２

ステップでしたが、新型はノンステップになり高齢者や小さい

お子様も乗降し易くなりました。  

現在、北東部循環を中心に中町循環と東町循環を運行していま

す。  

 

会長  

現在このタイプのバスは１社しか製造していないため、他に選

択肢が無い中で、どこに行ってもこの新車両になってきている

という事情があります。  

何かご質問等ありますか。運行会社さんはいかがですか。  

 

委員Ｅ  

当社としては、もう少しお客様が乗れる、もう少し小回りのき

くものが良いと思いますが、選択肢が無い中で、この車両でや

りくりをしていきたいと思います。  

 

会長  

他にご意見等無ければ、新車については報告ということにした

いと思います。  

次に、議題⑹「平成２５年度専門課程地域公共交通研修」につ

いて事務局から説明をお願いします。  



事務局  

資料⑹「平成２５年度専門課程地域公共交通研修」を説明  

 

平成２５年度専門課程地域公共交通研修に参加したので簡単に

報告いたします。この研修は国土交通省が主催しているもので、

地方運輸局、都道府県、市町村等に勤務するもので、地域公共

交通関係を担当している職員のための研修です。目的としては、

地域公共交通関連業務に従事する職員に対して業務上必要な知

識を習得させ事務能力の向上及び業務の円滑な遂行を図るとし

ています。  

沖縄から北海道までの約４５名の研修生が集まり、千葉県柏市

の国土交通大学校柏研修センターで５日間行われました。  

日本全国で活躍されている国土交通省の職員、大学の先生、バ

ス会社の社長等の経験豊富な方々から地域公共交通に対する取

り組み方等の講義を受けました。地域公共交通においては、行

政、運行事業者、地域及び利用者の協力体制が大事とのことで

す。  

研修生もその地域の公共交通の問題点について発表し、意見交

換をしました。私もＣｏＣｏバス・ミニの事を中心に発表し、

いろいろな方の意見をいただきました。その中では、ワンコイ

ンで安い、きめ細かい路線網、運転間隔が短く、便数が多い、

ダイヤが分かり易い、積み残しがでるほど利用者が多い等の意

見が多かったです。  

今後は、この研修での経験を活かしていきたいと思います。  

 

会長  

地方のバスでは、利用者が少なくて苦労しているところもある

なかで、ＣｏＣｏバス・ミニのような積み残しがあるというの

は、他地域から見るとうらやましい問題ということでもありま

す。しかし、小金井市では見過ごせない問題ではありますので

なんとか解決していかないといけないということになると思い

ます。  

 

会長  

他に意見が無ければ、予定した議題は終わりましたがその他と

いうことで何かご意見・ご質問等ありませんか。  

 

委員Ｆ  

今度消費税が上がりますが、ＣｏＣｏバスとしては料金を上げ

るとかは、考えないのですか。  

 

事務局  

消費税が上がることにより、収入減が見込まれるところですが、

今のところ１００円というワンコインでいきたいと考えていま

す。  



委員Ｇ  

車内広告で収入を得るというのはどうでしょうか。  

 

事務局  

現在は、広告は行政からのお知らせのみとしていて有料広告は

扱っていません。それでも利用率が高く、空きが少ないのが現

状です。  

 

会長  

他にご意見はございませんか。皆さん、事務局の方から特にな

ければ、これで平成２５年度第１回小金井市地域公共交通会議

を終了させていただきます。  

本日はお忙しい中、ご参加いただき、大変ありがとうございま

した。  

以下余白  

 

そ の 他 
 

 

 


